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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチアンテナ無線通信システムにおいてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認
応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するために、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力
多出力（ＭＩＭＯ）モードで構成されるユーザ機器（ＵＥ）により実行される方法であっ
て、
　３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報トランスポートブロッ
クに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トランスポートブロック
に応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は共同表現するステッ
プ（Ｓ１；Ｓ１１）と、
　前記バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するステップ（Ｓ２；Ｓ１２）
と、
を備え、
　ランク３又はランク４に対応して３つ又は４つの情報トランスポートブロックが使用さ
れる場合、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第３の情報ト
ランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとバンドルされ、
　前記第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと前記第３の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫとがＡＣＫとして共同表現又はバンドルされ、前記第２の情報
トランスポートブロック及び前記第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－Ｎ
ＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとし
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て共同表現又はバンドルされることを特徴とする方法。
【請求項２】
　ネットワークノードへのアップリンク送信におけるＨＡＲＱ確認応答を符号化するため
のものであり、前記ネットワークノードへの前記アップリンク送信において前記符号化さ
れたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップ（Ｓ１３）を更に備え
ることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク送信は、高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）上で実行さ
れることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　最大で４つの情報トランスポートブロックが同時に処理される４ブランチ多入力多出力
（ＭＩＭＯ）システムに対する符号化を達成するために実行されることを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項５】
　前記バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、既存のＭＩＭＯコードブックを使用
して符号化されることを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記既存のＭＩＭＯコードブックは、最大で２つの送信アンテナ、すなわち最大で２つ
のスケジューリングされたトランスポートブロックのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対する既存のＭ
ＩＭＯコードブックであることを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第３の情報
トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして
バンドルされ、これは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）に対するリリ
ース７ＭＩＭＯ規格に従う１つから２つの送信アンテナに対する前記既存のＭＩＭＯコー
ドブックの第２の又はセカンダリトランスポートブロックカラムに対する応答に従って符
号化されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　ランク４に対応して４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、第１の情報
トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第４の情報トランスポートブロック
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとバンドルされることを特徴とする請求項１から７のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第４の情報
トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして
バンドルされ、これは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）に対するリリ
ース７ＭＩＭＯ規格に従う１つから２つの送信アンテナに対する前記既存のＭＩＭＯコー
ドブックの第１の又はプライマリトランスポートブロックカラムに対する応答に従って符
号化されることを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと前記第４の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫとがＡＣＫとして共同表現又はバンドルされ、前記第１の情報
トランスポートブロック及び前記第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－Ｎ
ＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとし
て共同表現又はバンドルされることを特徴とする請求項８又は９記載の方法。
【請求項１１】
　ＨＡＲＱ確認応答メッセージは、以下のテーブル
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に示すように、w0, w1,…w9で示す１０ビットに符号化されることを特徴とする請求項１
から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マルチアンテナ無線通信システムは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤ
ＰＡ）システムであることを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　マルチアンテナ無線通信システムにおいて高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符
号化するために、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードで構
成されるユーザ機器（ＵＥ）により実行される方法であって、
　３つ又は４つのトランスポートブロックが使用される場合、
　　第２のトランスポートブロックに対するＡＣＫと第３のトランスポートブロックに対
するＡＣＫとをＡＣＫとして共同表現するステップ（Ｓ２１）と、
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　　前記第２のトランスポートブロック及び前記第３のトランスポートブロックに対する
ＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮ
ＡＣＫとして共同表現するステップ（Ｓ２２）と、
　４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、
　　第１のトランスポートブロックに対するＡＣＫと第４のトランスポートブロックに対
するＡＣＫとをＡＣＫとして共同表現するステップ（Ｓ３１）と、
　　前記第１のトランスポートブロック及び前記第４のトランスポートブロックに対する
ＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮ
ＡＣＫとして共同表現するステップ（Ｓ３２）と、
を備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　マルチアンテナ無線通信システムにおけるユーザ機器（ＵＥ）（１２１）であって、
　４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードで構成され、
　３つ以上のトランスポートブロックが使用される場合、トランスポートブロックに応答
して送出されるハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）と
別のトランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバン
ドル又は共同表現するように構成され、前記バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を
符号化するように構成された処理回路網（１００２）を備え、
　前記ユーザ機器（１２１）は、ランク３又はランク４に対応して３つ又は４つの情報ト
ランスポートブロックが使用される場合、第２の情報トランスポートブロックに対するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫと第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバン
ドルするように構成され、
　前記ユーザ機器（１２１）は、前記第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ
と前記第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとしてバンドルし、
前記第２の情報トランスポートブロック及び前記第３の情報トランスポートブロックに対
するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞ
れＮＡＣＫとしてバンドルするように構成されることを特徴とするユーザ機器。
【請求項１５】
　前記ユーザ機器（１２１）は、ネットワークノードへのアップリンク送信において前記
符号化されたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するように構成された無線
回路網（１００１）を更に備えることを特徴とする請求項１４記載のユーザ機器。
【請求項１６】
　前記無線回路網（１００１）は、高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）上で
の前記アップリンク送信において前記符号化されたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
情報を送信するように構成されることを特徴とする請求項１５記載のユーザ機器。
【請求項１７】
　前記ユーザ機器（１２１）は、既存のＭＩＭＯコードブックを使用して前記バンドルＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されることを特徴とする請求項１
４記載のユーザ機器。
【請求項１８】
　前記ユーザ機器（１２１）は、最大で２つの送信アンテナ、すなわち最大で２つのスケ
ジューリングされたトランスポートブロックのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対する既存のＭＩＭＯ
コードブックを使用して前記バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するよう
に構成されることを特徴とする請求項１７記載のユーザ機器。
【請求項１９】
　前記ユーザ機器（１２１）は、前記第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫと前記第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとを第１
の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとしてバンドルするように構成され、これは、高速ダウンリンク
パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）に対するリリース７ＭＩＭＯ規格に従う１つから２つの
送信アンテナに対する前記既存のＭＩＭＯコードブックの第２の又はセカンダリトランス
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載のユーザ機器。
【請求項２０】
　前記ユーザ機器（１２１）は、ランク４に対応して４つの情報トランスポートブロック
が使用される場合、第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第４
の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドルするように構成さ
れることを特徴とする請求項１４から１９のいずれか１項に記載のユーザ機器。
【請求項２１】
　前記ユーザ機器（１２１）は、前記第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫと前記第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとを第２
の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとしてバンドルするように構成され、これは、高速ダウンリンク
パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）に対するリリース７ＭＩＭＯ規格に従う１つから２つの
送信アンテナに対する前記既存のＭＩＭＯコードブックの第１の又はプライマリトランス
ポートブロックカラムに対する応答に従って符号化されることを特徴とする請求項２０記
載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記ユーザ機器（１２１）は、前記第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ
と前記第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとしてバンドルし、
前記第１の情報トランスポートブロック及び前記第４の情報トランスポートブロックに対
するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞ
れＮＡＣＫとしてバンドルするように構成されることを特徴とする請求項２０又は２１記
載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記ユーザ機器（１２１）は、以下のテーブル
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に示すように、ＨＡＲＱ確認応答メッセージをw0, w1,…w9で示す１０ビットに符号化す
るように構成されることを特徴とする請求項１４から２２のいずれか１項に記載のユーザ
機器。
【請求項２４】
　マルチアンテナ無線通信システムにおいて、高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣ
ＣＨ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を
符号化するように構成されたユーザ機器（ＵＥ）（１２１）であって、
　４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力ＭＩＭＯモードで構成され、
　３つ又は４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロ
ックに対するＡＣＫと第３のトランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとして共
同表現し、前記第２のトランスポートブロック及び前記第３のトランスポートブロックに
対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれ
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ぞれＮＡＣＫとして共同表現するように構成され、
　４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、第１のトランスポートブロック
に対するＡＣＫと第４のトランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとして共同表
現し、前記第１のトランスポートブロック及び前記第４のトランスポートブロックに対す
るＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれ
ＮＡＣＫとして共同表現するように構成されることを特徴とするユーザ機器（１２１）。
【請求項２５】
　マルチアンテナ無線通信システムにおいて、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多
出力（ＭＩＭＯ）モードで構成されるユーザ機器（ＵＥ）から少なくとも２つのトランス
ポートブロックに対するバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するネットワー
クノードにより実行される方法であって、
　３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロック及び
第３のトランスポートブロックに対する第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信するステ
ップ（Ｓ１０１）と、
　４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のスケジューリングされたトラ
ンスポートブロック及び第３のスケジューリングされたトランスポートブロックに対する
第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトランスポートブロック及び第４のトランスポ
ートブロックに対する第２のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫとを受信するステップ（Ｓ１０２
）と、
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２６】
　４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードで構成されるユーザ
機器（ＵＥ）から少なくとも２つのトランスポートブロックに対するバンドルＨＡＲＱ－
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するように構成されるマルチアンテナ無線通信システムにお
けるネットワークノード（１１０）であって、
　３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロック及び
第３のトランスポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信するように構
成され、
　４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のスケジューリングされたトラ
ンスポートブロック及び第３のスケジューリングされたトランスポートブロックに対する
第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトランスポートブロック及び第４のトランスポート
ブロックに対する第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとを受信するように構成されることを特徴
とするネットワークノード（１１０）。
【請求項２７】
　処理回路により実行される場合に、マルチアンテナ無線通信システムにおいてハイブリ
ッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するように構成さ
れたコンピュータプログラム（１００４）であって、
　３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報トランスポートブロッ
クに応答して送出される前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トランスポートブロ
ックに応答して送出される前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は共同表現す
るように構成されたコンピュータプログラムコードであって、
　ランク３又はランク４に対応して３つ又は４つの情報トランスポートブロックが使用さ
れる場合、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第３の情報ト
ランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとバンドルされ、
　前記第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと前記第３の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫとがＡＣＫとして共同表現又はバンドルされ、前記第２の情報
トランスポートブロック及び前記第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－Ｎ
ＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとし
て共同表現又はバンドルされる、コンピュータプログラムコードと、
　前記バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されたコンピュ
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ータプログラムコードと、
を備えることを特徴とするコンピュータプログラム（１００４）。
【請求項２８】
　請求項２７記載のコンピュータプログラム（１００４）を含むコンピュータ可読媒体（
１００３）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークノード、ユーザ機器及びそれらにおける方法に関する。特に、
本発明は、マルチアンテナ無線通信システムにおけるハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）の符号化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＭＴ－Ａ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ）により設定された要件を満たすために、ｌｏｎｇ　ｔ
ｅｒｍ　ＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）ｅｖｏｌｕｔｉｏｎに対していくつかの新規
の特徴が追加される。これらの新規の特徴の主な目的は、平均スペクトル効率を向上する
ことである。ダウンリンクスペクトル効率を向上する１つの可能な技術は、４ブランチ多
入力多出力（ＭＩＭＯ）に対するサポートを導入することであり、すなわち、最大で４つ
の送信アンテナ及び受信アンテナを利用して、空間多重化利得を増加し且つ向上されたビ
ームフォーミング性能を提供することである。現在、４ブランチＭＩＭＯを使用すること
により、信号対雑音比（ＳＮＲ）の高いユーザに対して最大で８４Ｍｂｐｓ／５ＭＨｚの
搬送波が提供され、ＳＮＲの低いユーザに対する有効範囲が向上される。
【０００３】
　現在の高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）システム（リリース７～１０
）は、最大で２ブランチＭＩＭＯをサポートし、すなわち、ネットワークノードにおいて
最大で２つの送信アンテナをサポートする。これらのＨＳＤＰＡシステムの場合、ユーザ
機器（ＵＥ）はチャネルサウンディングからチャネルを測定し、１つのサブフレームにお
いてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する。通常、当該報告は、ランク標識（ＲＩ）及
びプリコーディング制御標識（ＰＣＩ）を明示的に示すチャネル品質標識（ＣＱＩ）を含
む。ユーザは、サブフレーム毎に、すなわち時間送信間隔（ＴＴＩ）毎に当該報告を定期
的に送出する。この場合の報告は、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテ
ナに対するＭＩＭＯコードブックを使用する。ネットワークノードが当該報告を受信する
と、ネットワークノードは、スケジューラの測定値に基づいて、変調及び符号化、符号数
、ランク及びプリコーディングチャネル標識を特定の各ＵＥに与える。
【０００４】
　しかし、ＨＳＤＰＡシステムにおいて４ブランチＭＩＭＯを導入する場合、すなわち、
ネットワークノードにおいて最大で４つの送信アンテナを導入する場合、ＵＥからネット
ワークノードにＣＱＩ／ＰＣＩ情報を送出する新規のフィードバックチャネル構造が必要
とされる。これは、２つの符号語を使用する４ブランチＭＩＭＯシステムにおいて、同時
に処理される可能性のある情報トランスポートブロックが最大で４つ存在するためである
。これは、ネットワークノードにおいて各トランスポートブロックが復号化され且つＣＲ
Ｃ（巡回冗長検査）検査が適用されるため、ＨＡＲＱ信号伝送において最大で４つのＡＣ
Ｎ／ＮＡＣＫが存在することを更に意味する。
【０００５】
　当該情報は、アップリンク信号伝送チャネル、すなわち高速専用物理制御チャネル（Ｈ
Ｓ－ＤＰＣＣＨ）のサブフレーム内の第１のスロットにおいて示されるため、ＨＡＲＱ信
号伝送においてＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を示すために４ブランチＭＩＭＯに対するＭＩＭＯ
コードブックが必要とされる。
【０００６】
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　非特許文献１は、トランスポートブロックのサイズを大きくすることで新規の大きいト
ランスポートブロック内に２つのトランスポートブロックが存在するようにしてリリース
７のＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブックを使用する可能性について検討している。
【０００７】
　非特許文献２も、４ブランチＭＩＭＯシステムに対するＨＡＲＱ設計においてリリース
７の２つの符号語及び２つのＨＡＲＱ処理に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブックを再利
用する可能性を簡単に述べているが、これを実行する方法を述べていない。
【０００８】
　従って、マルチアンテナ無線通信システムにおいてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化する効率的な方法が一般に必要とされる。こ
れは、例えばＭＩＭＯシステム及び同様の通信システムにおいて有用だろう。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃６５、「４－
ｂｒａｎｃｈ　ＭＩＭＯ　ｆｏｒ　ＨＳＤＰＡ」、２０１１年５月９～１３日、Ｒ１－１
１１７６３
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃６８、「Ｆｅ
ｅｄｂａｃｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　４　ｂｒａｎｃｈ　ＭＩＭＯ　
ｓｙｓｔｅｍ」、２０１２年２月６～１０日、Ｒ１－１２０３６１
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１２
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の目的は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の効率的な符号化を提供し、マルチ
アンテナ無線通信システムにおいて高いシステム性能を維持することである。
【００１１】
　第１の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおいてハイブリッド自動再送
要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するためにユーザ機器ＵＥによ
り実行される方法が提供される。方法は、
　・３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報トランスポートブロ
ックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トランスポートブロッ
クに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は共同表現するステ
ップと、
　・バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するステップと、
を備える。
【００１２】
　このように、ランク３以上のランクに対しても、すなわち、３つ以上の同時ストリーム
に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が符号化される場合でも、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報を効率的に表すことができる。
【００１３】
　第２の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおいて、高速専用物理制御チ
ャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するためにユーザ機器ＵＥにより実行される方法が提供され
る。ＵＥは、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力ＭＩＭＯモードで構成され、
方法は、
　３つ又は４つのトランスポートブロックが使用される場合、
　・第２のトランスポートブロックに対するＡＣＫと第３のトランスポートブロックに対
するＡＣＫとをＡＣＫとして共同表現するステップと、
　・第２のトランスポートブロック及び第３のトランスポートブロックに対するＡＣＫ－
ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮＡＣＫと
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して共同表現するステップと、
　４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、
　・第１のトランスポートブロックに対するＡＣＫと第４のトランスポートブロックに対
するＡＣＫとをＡＣＫとして共同表現するステップと、
　・第１のトランスポートブロック及び第４のトランスポートブロックに対するＡＣＫ－
ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮＡＣＫと
して共同表現するステップと、
を備える。
【００１４】
　第３の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおけるユーザ機器ＵＥが提供
される。ＵＥは、３つ以上のトランスポートブロックが使用される場合、トランスポート
ブロックに応答して送出されるハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ）と別のトランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫとをバンドル又は共同表現するように構成された処理回路網を備える。
【００１５】
　第４の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおいて、高速専用物理制御チ
ャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するように構成されたユーザ機器ＵＥが提供される。ＵＥは
、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力ＭＩＭＯモードで構成される。
　・ＵＥは、３つ又は４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランス
ポートブロックに対するＡＣＫと第３のトランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣ
Ｋとして共同表現し、第２のトランスポートブロック及び第３のトランスポートブロック
に対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそ
れぞれＮＡＣＫとして共同表現するように構成される。
　・ＵＥは、４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、第１のトランスポー
トブロックに対するＡＣＫと第４のトランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫと
して共同表現し、第１のトランスポートブロック及び第４のトランスポートブロックに対
するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞ
れＮＡＣＫとして共同表現するように構成される。
【００１６】
　第５の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおいてネットワークノードに
より実行される方法が更に提供される。ネットワークノードは、ユーザ機器ＵＥから少な
くとも２つのトランスポートブロックに対するバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
を受信する。方法は、
　・３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロック及
び第３のトランスポートブロックに対する第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信するス
テップと、
　・４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のスケジューリングされたト
ランスポートブロック及び第３のスケジューリングされたトランスポートブロックに対す
る第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトランスポートブロック及び第４のトランス
ポートブロックに対する第２のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫとを受信するステップと、
を備える。
【００１７】
　第６の態様によると、マルチアンテナ無線通信システムにおけるネットワークノードが
更に提供される。ネットワークノードは、ユーザ機器ＵＥから少なくとも２つのトランス
ポートブロックに対するバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するように構成
される。
　・ネットワークノードは、３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のト
ランスポートブロック及び第３のトランスポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを受信するように構成され、
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　・ネットワークノードは、４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のス
ケジューリングされたトランスポートブロック及び第３のスケジューリングされたトラン
スポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトランスポートブロック
及び第４のトランスポートブロックに対する第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとを受信するよ
うに構成される。
【００１８】
　第７の態様によると、処理回路により実行される場合に、マルチアンテナ無線通信シス
テムにおいてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符
号化するように構成されたコンピュータプログラムが提供される。コンピュータプログラ
ムは、
　・３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報トランスポートブロ
ックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トランスポートブロッ
クに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は共同表現するよう
に構成されたコンピュータプログラムコードと、
　・バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されたコンピュー
タプログラムコードと、
を備える。
【００１９】
　第８の態様によると、第７の態様に係るコンピュータプログラムを含むコンピュータ可
読媒体において実現されるコンピュータプログラム製品が提供される。
【００２０】
　このように、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を効率的に符号化し、マルチアンテナ無
線通信システムにおいて高いシステム性能を維持できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　実施形態の上記の特徴及び利点、並びに他の特徴及び利点は、例示的な実施形態の以下
の詳細な説明を読み且つ添付の図面を参照することにより、当業者には容易に明らかにな
るだろう。
【図１】図１は、電気通信システムにおける実施形態を概略的に示すブロック図である。
【図２】図２は、データ通信設定中にネットワークノードとユーザ機器との間で交換され
るメッセージを示す信号伝送図である。
【図３】図３は、単一周波数に対するＨＳ－ＤＰＣＣＨの構造を概略的に示すブロック図
である。
【図４】図４は、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対するＭＩＭ
Ｏコードブックを示すテーブルである。
【図５】図５は、ＨＳ－ＤＰＣＣＨのスロットの形式を概略的に示すブロック図である。
【図６】図６は、タイプＡの報告に対する送信図を概略的に示すブロック図である。
【図７Ａ】図７Ａは、一実施形態に係るマルチアンテナ無線通信システムにおいてＨＡＲ
Ｑ確認応答を符号化する方法の一例を概略的に示すフローチャートである。
【図７Ｂ】図７Ｂは、一実施形態に係るランク３以上のランクを用いる通信に対するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの一例を概略的に示す信号伝送図である。
【図８】図８は、一実施形態に係るネットワークノードへのアップリンク送信におけるＨ
ＡＲＱ確認応答を符号化する方法の一例を概略的に示すフローチャートである。
【図９】図９は、一実施形態に係るマルチアンテナ無線通信システムにおいてＨＳ－ＤＰ
ＣＣＨチャネルに対するＨＡＲＱ確認応答を符号化する方法の特定の例を概略的に示すフ
ローチャートである。
【図１０】図１０は、１～４つの送信アンテナに対するＭＩＭＯコードブックを示すテー
ブルである。
【図１１】図１１は、図１０に示す１～４つの送信アンテナに対するＭＩＭＯコードブッ
クの続きを示すテーブルである。
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【図１２】図１２は、一実施形態に係るマルチアンテナ無線通信システムにおいてネット
ワークノードにより実行される方法の一例を概略的に示すフローチャートである。
【図１３】図１３は、ネットワークノードの実施形態を概略的に示すブロック図である。
【図１４】図１４は、ユーザ機器の実施形態を概略的に示すブロック図である。
【図１５】図１５は、一実施形態に係るコンピュータによる実現例の一例を概略的に示す
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図面は、理解しやすいように概略的且つ簡略に示され、実施形態の理解に必要な詳細の
みを示し、他の詳細は省略される。図中、同一の図中符号は同一又は対応する部分又はス
テップに対して使用される。
【００２３】
　よりよく理解するために、通信システムの一例及びＭＩＭＯシステムへの適用の一例の
簡単な概要から始めるのが有用だろう。しかし、提案された技術はそれらに限定されない
ことが理解されるべきである。
【００２４】
　図１は、本明細書中の実施形態が実現されてもよい電気通信システム１００を示す。セ
ルラ通信システム１００は、ＨＳＤＰＡ、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）、汎ヨーロッパデジタル移動体通信シス
テム（ＧＳＭ）ネットワーク、何らかの３ＧＰＰセルラネットワーク、あるいは何らかの
セルラネットワーク又はセルラシステム等の無線通信ネットワークである。
【００２５】
　電気通信システム１００は基地局を含み、これはネットワークノードであるため、本明
細書中でネットワークノード１１０と示す。本例において、ネットワークノード１１０は
、例えばｅＮＢ、ｅＮｏｄｅＢ又はホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、フェムト基
地局（ＢＳ）、ピコＢＳ、あるいは、例えばユーザ機器１２１等のユーザ機器又は機械型
通信装置にサービスを提供できる他の何らかのネットワークユニットであってもよい。
【００２６】
　ユーザ機器１２１は、ネットワークノード１１０によりサービスを提供される場合、ネ
ットワークノード１１０を介して無線リンク１３０を通じて電気通信システム１０２内で
通信するように構成される。ユーザ機器１２１は、例えば、移動端末又は無線端末、携帯
電話、例えばラップトップ、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）又はサーフプレ
ートと呼ぶ場合もあるタブレットコンピュータ等の無線機能を有するコンピュータ、プリ
ンタ又はファイル記憶装置等の無線インタフェースを搭載した装置、あるいは電気通信シ
ステムにおいて無線リンクを通じて通信できる他の何らかの無線ネットワークユニットで
あってもよい。
【００２７】
リリース７ＭＩＭＭＯシステムにおける２ブランチＭＩＭＯに対するチャネル品質報告及
びＮｏｄｅＢの手順の概要
　図２は、通常のデータ通信設定中にネットワークノード１１０とＵＥ１２１との間で交
換されるメッセージを示す。共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）から、ユーザ機器１
２１はチャネルを推定し且つＣＱＩ及びＰＣＩを計算してもよい。当該情報は、ハイブリ
ッドＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫと共に高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）を
使用してネットワークノード１１０に報告される。ＨＳ－ＤＰＣＣＨの周期は１サブフレ
ームであり、すなわち２ｍｓである。
【００２８】
　図３は、単一搬送波に対するＨＳ－ＤＰＣＣＨの構造を示す。
【００２９】
　２つの送信アンテナに対して、ＣＱＩは以下の式１に示すように計算される。
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式中、ＣＱＩは個々のレイヤ毎のチャネル品質である。
【００３０】
　上記の式１から、ＣＱＩが３１未満である場合、ランク情報は１であることがわかる。
これは、ユーザ機器が優先するレイヤ／ストリーム数が１であり、単一のスケジューリン
グされたトランスポートブロックがＨＡＲＱ－ＡＣＫにおいて使用されることを意味する
。ＣＱＩが３１以上である場合、ランク情報（ＲＩ）は２である。これは、ユーザ機器が
優先するレイヤ／ストリーム数が２であり、２つのスケジューリングされたトランスポー
トブロックがＨＡＲＱ－ＡＣＫにおいて使用されることを意味する。
【００３１】
　ＰＣＩは、ランク情報に対応するコードブックのサブセットにおいて選択されるプリコ
ーディング情報ビットである。
【００３２】
　図４は、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対するＭＩＭＯコー
ドブックのテーブルを示す（非特許文献３を参照）。リリース７ＭＩＭＯシステムにおけ
る２ブランチＭＩＭＯ（すなわち、最大で２つの送信アンテナを使用する）においてＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを表すために、当該１０ビットコードブックが図４のテーブルに示すように
使用される。
【００３３】
　システム性能がＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の影響を非常に受けやすいため、当該コードブッ
クが開発された。その報告における誤りは、システムの性能を著しく低下させる可能性が
ある。従って、当該コードブックは、１０ビットフィードバック（１０２４個の組み合わ
せ）を使用して符号ベクトル間のハミング距離を最大にするように設計される。
【００３４】
　ネットワークノード１１０が当該情報（すなわち、ハイブリッドＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ、ＣＱＩ及びＰＣＩ）を受信すると、ネットワークノード１１０は、スケジューリン
グ後に、必要とされるチャネル化コード、変調及び符号化、プリコーディングチャネルイ
ンデックスをユーザ機器１２１に割り当てる。当該情報は、ネットワークノード１１０に
より高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）を使用してユーザ機器１２１に伝達される
。ユーザ機器１１０がＨＳ－ＳＣＣＨを検出すると、物理ダウンリンク共有チャネル（Ｈ
Ｓ－ＤＰＣＣＨ）を使用するデータトラフィックチャネルを介してダウンリンク送信が開
始する。
【００３５】
２つの符号語を用いる４ブランチＭＩＭＯに対するチャネル品質情報（ＣＱＩ）
　４ブランチＭＩＭＯの場合、ユーザ機器１２１は、フィードバックチャネルを介してネ
ットワークノード１１０に以下を通知する必要がある。
　－ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報（１０ビット）
　－符号語毎に１つのＣＱＩ
　　この場合、ダウンリンク（ＤＬ）及びアップリンク（ＵＬ）における信号伝送オーバ
ーヘッドを軽減するために２つの符号語を使用することが４ブランチＭＩＭＯに対する規
格において提案されるため、２つの符号語が仮定される。従って、２つの符号語が使用さ
れる。
　－ランク情報ＲＩ（２ビット）
　　これは、ユーザ機器１２１が優先するレイヤ／ストリーム数を示す。
　－ＲＩにおけるプリコーディング制御インデックスＰＣＩ（４ビット）
【００３６】
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　図５は、４ブランチＭＩＭＯに対するＨＳ－ＤＰＣＣＨのスロットの形式の構造を示す
。図４に示すように、ユーザ機器１２１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報、優先されるストリー
ム数ＲＩに関する情報、この優先されるストリーム数ＲＩに対応するＣＱＩ及びＰＣＩを
ネットワークノード１１０に伝達する。
【００３７】
　図６は、タイプＡの報告の場合の送信図を示す。タイプＡの報告の場合、双方の符号語
に対するＣＱＩ情報を示すために８情報ビットが使用され、ランク情報ＲＩを伝達するた
めに２情報ビットが使用され、ＰＣＩ情報を示すために４情報ビットが使用される。結果
として得られる合成ＣＱＩ／ＲＩ／ＰＣＩ報告は、畳み込み符号１１を用いて符号化され
る。その後、これは４０個の符号化ビットを生成するためにレートマッチングされ、すな
わち、パンクチャリング１２が実行される。その後、これはスプレッド係数（ＳＦ）１２
８を用いてスプレッドされる（１３）。
【００３８】
　図７Ａは、一実施形態に係るマルチアンテナ無線通信システムにおいてＨＡＲＱ確認応
答を符号化する方法の一例を概略的に示すフローチャートである。
　・ステップＳ１は、３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報ト
ランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トラ
ンスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は
共同表現することを含む。
　・ステップＳ２は、バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化することを含む
。
【００３９】
　これは、ランク３以上のランクに対応し、通信に対するストリームの数が３つ以上であ
ることを意味する。考慮される各トランスポートブロックは、それぞれのストリームに属
する。図７Ｂの信号伝送図に概略的に示すように、トランスポートブロックは、ネットワ
ークノードから同時に「並列」送信され、それに対応してＵＥにより受信され、ＵＥは、
トランスポートブロックに関するＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報を生成
する。
【００４０】
　この場合、提案された技術により、ランク３以上のランクの場合でも、すなわち、３つ
以上の同時ストリームに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が符号化される場合でも
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を効率的に表すことができるようになる。
【００４１】
　従って、提案された技術により、ランク３以上のランクを使用する場合でも、マルチア
ンテナ無線通信システムにおいて高いシステム性能を維持できる。
【００４２】
　図８は、一実施形態に係るネットワークノードへのアップリンク送信におけるＨＡＲＱ
確認応答を符号化する方法の一例を概略的に示すフローチャートである。
　・ステップＳ１１は、３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報
トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報ト
ランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又
は共同表現することを含む。
　・ステップＳ１２は、バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化することを含
む。
　・ステップＳ１３は、ネットワークノードへのアップリンク送信において、符号化され
たバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信することを含む。
【００４３】
　一例として、アップリンク送信は、高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）上
で実行されてもよい。
【００４４】
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　例えばユーザ機器は、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力ＭＩＭＯモードで
構成される。この場合、方法は、最大で４つの情報トランスポートブロックが同時に処理
されてもよい４ブランチＭＩＭＯシステムに対する符号化を達成するために実行されるの
が好ましい。
【００４５】
　情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の
情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバン
ドルすることにより、既存のＭＩＭＯコードブックを使用してバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報を符号化できることを発明者は認識した。当該設計の利点は、最大ハミン
グ距離を付与するコードブックを再利用できることである。
【００４６】
　一例として、既存のＭＩＭＯコードブックは、最大で２つの送信アンテナ、すなわち最
大で２つのスケジューリングされたトランスポートブロックのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対する
既存のＭＩＭＯコードブックである。
【００４７】
　特定の例において、ランク３又はランク４に対応して３つ又は４つの情報トランスポー
トブロックが使用される場合、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫが第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとバンドルされる。
【００４８】
　例えば第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第３の情報トラ
ンスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとしてバン
ドルされてもよく、これは、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対
する既存のＭＩＭＯコードブックの第２の又はセカンダリトランスポートブロックに対す
る応答に従って符号化される。
【００４９】
　特に、図９に概略的に示すように、ステップＳ２１において、第２の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫと第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫとがＡＣ
Ｋとして共同表現又はバンドルされてもよく、ステップＳ２２において、第２の情報トラ
ンスポートブロック及び第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、
ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとして共同表
現又はバンドルされてもよい。
【００５０】
　更に、ランク４に対応して４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、第１
の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第４の情報トランスポートブ
ロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとバンドルされてもよい。
【００５１】
　例えば第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第４の情報トラ
ンスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとしてバン
ドルされてもよく、これは、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対
する既存のＭＩＭＯコードブックの第１の又はプライマリトランスポートブロックに対す
る応答に従って符号化される。
【００５２】
　特に、図９に概略的に示すように、ステップＳ３１において、第１の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫと第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫとがＡＣ
Ｋとして共同表現又はバンドルされてもよく、ステップＳ３２において、第１の情報トラ
ンスポートブロック及び第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、
ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとして共同表
現又はバンドルされてもよい。
【００５３】
　図９に示す特定の実施形態は、ＵＥが４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力Ｍ
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ャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するのに特に有用である。
【００５４】
　特定の例によると、ＨＡＲＱ確認応答メッセージは、以下のテーブル１Ａに示すように
、w0, w1,…w9で示す１０ビットに符号化される。
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【００５５】
　好適な例において、図９に関連して前述したように、３つ又は４つの情報トランスポー
トブロックが使用される場合、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと第３
の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫとがＡＣＫとして共同表現又はバンドルさ
れ、第２の情報トランスポートブロック及び第３の情報トランスポートブロックに対する
ＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮ
ＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる。４つの情報トランスポートブロックが使用さ
れる場合、第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと第４の情報トランスポー
トブロックに対するＡＣＫとがＡＣＫとして共同表現又はバンドルされ、第１の情報トラ
ンスポートブロック及び第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、
ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれＮＡＣＫとして共同表
現又はバンドルされる。この特に有利な例において、上記のテーブル１Ａをテーブル１Ｂ
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の以下の同等の形式で表すことができる。

【００５６】
　例えばマルチアンテナ無線通信システムは、高速ダウンリンクパケットアクセスＨＳＤ
ＰＡシステムであってもよい。
【００５７】
例－４ブランチＭＩＭＯシステムに対するＨＡＲＱコードブック
　上記からわかるように、４ブランチＭＩＭＯシステムに対してリリース７ＭＩＭＯと同
じビット数、すなわち１０ビットを使用することが推奨されるため、リリース７ＭＩＭＯ
のコードブック（図４に示す）が使用されるのが好ましい。
【００５８】
　しかし、４ブランチＭＩＭＯシステムにおいて、ユーザ機器１２１は最大で４つのトラ
ンスポートブロックを同時に復号化できる。当該情報の全てを１０ビットに当てはめる必
要があるため、トランスポートブロック毎に１つ存在する４つのＡＣＫ／ＮＡＣＫを１０
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ビットにマッピングするためのＨＡＲＱコードブックを使用する必要がある。そのような
ＨＡＲＱコードブックの一例を上記のテーブルに対応する図１０及び図１１に示す。
【００５９】
　図１０及び図１１は、１～４つの送信アンテナに対するＭＩＭＯコードブックのテーブ
ルを示す。テーブルは、４ブランチＭＩＭＯシステムにより必要とされるように、最大で
４つのＡＣＫ／ＮＡＣＫを１０ビット符号語で表す１つの方法を示す。
【００６０】
　いずれかの符号語間のハミング距離を最大にする点でも効率的である４つのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを１０ビットにマッピングするための４ブランチＭＩＭＯシステムに対する符号化
を達成することが望ましい。
【００６１】
　一実施形態によると、この目的は、マルチアンテナ無線通信システムにおけるネットワ
ークノードへのアップリンク送信においてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化する方法及び対応するユーザ機器により達成される。
【００６２】
　従って、マルチアンテナ無線通信システム１００におけるネットワークノード１１０へ
のアップリンク送信においてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ）を符号化するユーザ機器１２１における方法の実施形態の例を以下に説明する
。
【００６３】
　３つ以上のスケジューリングされた情報トランスポートブロックがネットワークノード
１１０のダウンリンク送信において使用される場合、ユーザ機器１２１は、１つのスケジ
ューリングされた情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／
ＮＡＣＫと別のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに応答して送出され
るＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドルする。
【００６４】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器１２１は、例えばリリース７ＭＩＭＯに従う
最大で２つの送信アンテナ、すなわち最大で２つのスケジューリングされたトランスポー
トブロックのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対する既存のＭＩＭＯコードブック等の既存のＭＩＭＯ
コードブックを使用して、バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化してもよい
。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器１２１は、ネットワークノード１１０へのア
ップリンク送信において、符号化されたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信
してもよい。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、マルチアンテナ無線通信システム１００は、４ブランチ
ＭＩＭＯ送信に対して構成されたＨＳＰＤＡシステムであってもよい。しかし、マルチア
ンテナ無線通信システム１００は、例えば８ブランチＭＩＭＯ送信等のいかなるブランチ
数に対して構成されたＨＳＰＤＡシステムであってもよい。
【００６７】
　またユーザ機器１２１及びネットワークノード１１０は、４ブランチＭＩＭＯ送信に対
して構成されてもよく、あるいは、例えば８ブランチＭＩＭＯ送信等のいかなるブランチ
数に対して構成されてもよい。従って、ユーザ機器１２１及びネットワークノード１１０
は、４つ以上の送信アンテナを用いるＭＩＭＯモードで構成されてもよい。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、アップリンク送信は、アップリンク信号伝送チャネル、
すなわち高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）上で実行される。
【００６９】
　ネットワークノード１１０からのダウンリンク送信において使用される３つ以上のスケ
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ジューリングされた情報トランスポートブロックが３つのスケジューリングされた情報ト
ランスポートブロックである場合、ランク情報（ＲＩ）は３であり、すなわち、報告はラ
ンク３を有し、ユーザ機器１２１がダウンリンク送信に対して優先するレイヤ／ストリー
ム数は３である。
【００７０】
　いくつかの実施形態において、ネットワークノード１１０からのダウンリンク送信にお
いて使用される３つ以上のスケジューリングされた情報トランスポートブロックが３つの
スケジューリングされた情報トランスポートブロックである場合、第２又はセカンダリス
ケジューリングされた情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫは、第３又は三次のスケジューリングされた情報トランスポートブロックと
バンドルされる。これは、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第３のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして共同表現され、すなわちバ
ンドルされることを意味する。その場合、第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、リリース７Ｍ
ＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコードブックのセカン
ダリトランスポートブロックに対する応答に従って符号化されてもよい。
【００７１】
　本実施形態において、第１又はプライマリにスケジューリングされた情報トランスポー
トブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、リリース７ＭＩＭＯに
従う１つから２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコードブックのプライマリトラ
ンスポートブロックに対する応答に従って符号化されてもよい。
【００７２】
　いくつかの実施形態において、例えば図９のフローチャートに示すように、第２のスケ
ジューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ及び第３のスケジューリ
ングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫは、第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
においてＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる（ステップＳ２１）。本実施形態にお
いて、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第３のスケジュー
リングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ
及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれ、第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫにおいて
ＮＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる（ステップＳ２２）。
【００７３】
　ネットワークノード１１０のダウンリンク送信において使用される３つ以上のスケジュ
ーリングされた情報トランスポートブロックが４つのスケジューリングされた情報トラン
スポートブロックである場合、ランク情報（ＲＩ）は３であり、すなわち、報告はランク
４を有し、ユーザ機器がダウンリンク送信に対して優先するレイヤ／ストリーム数は４で
ある。
【００７４】
　いくつかの実施形態において、ネットワークノード１１０のダウンリンク送信において
使用される３つ以上のスケジューリングされた情報トランスポートブロックが４つのスケ
ジューリングされた情報トランスポートブロックである場合、第２のスケジューリングさ
れた情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、
第３のスケジューリングされた情報トランスポートブロックとバンドルされる。これは、
第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが
第３のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと
第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして共同表現され、すなわちバンドルされることを意味す
る。その場合、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第３のス
ケジューリングされた情報トランスポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
は、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコー
ドブックのセカンダリトランスポートブロックに対する応答に従って符号化されてもよい
。
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【００７５】
　本実施形態において、第１又はプライマリにスケジューリングされた情報トランスポー
トブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、第４又は四次のスケジ
ューリングされた情報トランスポートブロックとバンドルされる。これは、第１のスケジ
ューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが第４のスケジ
ューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第２の単一Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫとして共同表現され、すなわちバンドルされることを意味する。その場合
、第１のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第４のスケジューリン
グされた情報トランスポートブロックに対する第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、リリース
７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコードブックのプ
ライマリトランスポートブロックに対する応答に従って符号化されてもよい。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、例えば図９のフローチャートに示すように、第２のスケ
ジューリングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ及び第３のスケジューリ
ングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫは、第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
においてＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる（ステップＳ２１）。本実施形態にお
いて、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第３のスケジュー
リングされた情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ
及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせがそれぞれ、第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫにおいて
ＮＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる（ステップＳ２２）。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、上記と同様の方法で、第１のスケジューリングされた情
報トランスポートブロックに対するＡＣＫ及び第４のスケジューリングされた情報トラン
スポートブロックに対するＡＣＫは、第２の単一ＡＣＫにおいてＡＣＫとして共同表現又
はバンドルされる（ステップＳ３１）。本実施形態において、第１のスケジューリングさ
れた情報トランスポートブロック及び第４のスケジューリングされた情報トランスポート
ブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合
わせがそれぞれ、第２の単一ＡＣＫにおいてＮＡＣＫとして共同表現又はバンドルされる
（ステップＳ３２）。
【００７８】
　本明細書中の実施形態に従って、４ブランチＭＩＭＯシステムに対するＨＡＲＱコード
ブックを使用する代わりの方法を説明する。これは、いずれかの符号語間のハミング距離
を最大にする点でも効率的である４つのＡＣＫ／ＮＡＣＫを１０ビットにマッピングする
ための４ブランチＭＩＭＯシステムに対する符号化を達成するためのものである。
【００７９】
　本明細書中の実施形態は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫの信号伝送において誤りが生じ
る可能性が低いことを保証する。これは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報における誤りの影響を受
けやすいシステムの性能を低下させないために重要である。
【００８０】
　本明細書中の実施形態は、例えばリリース７ＭＩＭＯに従う１つから２つの送信アンテ
ナに対する既存のＭＩＭＯコードブックを再利用することにより、符号語間の最大ハミン
グ距離を提供する。これにより、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫの信号伝送において誤りが
生じる可能性が低くなる。
【００８１】
　従って、上記によると、最大で４つのＡＣＫ／ＮＡＣＫをＨＳ－ＤＰＣＣＨの第１のス
ロットにおいて送信できるように表す技術が提供される。従って、マルチアンテナ無線通
信システムにおけるシステム性能は維持される。
【００８２】
　図１２は、一実施形態に係るマルチアンテナ無線通信システムにおいてネットワークノ
ードにより実行される方法の一例を概略的に示すフローチャートである。ネットワークノ
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ードは、少なくとも２つのトランスポートブロックに対するバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報をユーザ機器ＵＥから受信する。方法は、
　・３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロック及
び第３のトランスポートブロックに対する第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信するス
テップと、
　・４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のトランスポートブロック及
び第３のトランスポートブロックに対する第１のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトラ
ンスポートブロック及び第４のトランスポートブロックに対する第２のバンドルＡＣＫ／
ＮＡＣＫとを受信するステップと、
を備える。
【００８３】
　これは、ランク３以上のランクに対応し、最初に３つ以上の情報トランスポートブロッ
クがネットワークノードから「並列」送信され、それに対応してＵＥにより受信され、Ｕ
Ｅがトランスポートブロックに関するＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を生成することを
意味する。上記の方法は、その後、ネットワークノードがＵＥからＨＡＲＱ－ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報を受信する時の状況に関する。従って、ネットワークノードは、３つ以上のト
ランスポートブロックに関するＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を受信するように用意さ
れる。
【００８４】
　本明細書中で提示する実施形態は、図１３に示す基地局１１０等のネットワークノード
を更に備えてもよい無線ネットワークにおいて使用されてもよい。無線ネットワークは、
図１０に示すユーザ機器１２１を更に備えてもよい。図１３及び図１４において提供され
る例は非限定的な例として示されるにすぎないことが理解されるべきである。実施形態に
よると、ネットワークノード１１０及びユーザ機器１２１は、上記で提供した例において
説明した他の何らかのノードであってもよい。
【００８５】
　図１３に示すように、ネットワークノード１１０の例は、処理回路網９０３、メモリ９
０２、無線回路網９０１及び少なくとも１つのアンテナを備えてもよい。処理回路網９０
３は、メモリ９０２及び無線回路網９０１に接続され、無線回路網９０１はアンテナに接
続される。処理回路網９０３は、ＲＦ回路網及びベースバンド処理回路網（不図示）を備
えてもよい。特定の実施形態において、移動基地局、基地局制御器、中継ノード、Ｎｏｄ
ｅＢ、ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＮｏｄｅＢ、測位ノード及び／又は他の何らかの種類の移動通
信ノードにより提供されると上述した機能性の一部又は全ては、図１３に示すメモリ９０
２等のコンピュータ可読媒体に格納された命令を実行する処理回路網９０３により提供さ
れてもよい。ネットワークノード１１０は、従来のネットワークインタフェース９０４を
更に備えてもよい。ネットワークノード１１０の他の実施形態は、上記で識別されるいず
れかの機能性及び／又は上述の解決策をサポートするのに必要な何らかの機能性を含む追
加の機能性を提供する役割を有する追加の構成要素を備えてもよい。他の実施形態におい
て、ネットワークノードは、無線インタフェース又は無線回路網９０１を搭載しなくても
よい。
【００８６】
　また、いくつかの実施形態において、ネットワークノード１１０は４ブランチＭＩＭＯ
送信に対して構成されてもよい。更に、いくつかの実施形態において、ネットワークノー
ド１１０は、例えば８ブランチＭＩＭＯ送信等のいかなるブランチ数に対して構成されて
もよい。従って、ネットワークノード１１０は、例えばそれが構成されるＭＩＭＯブラン
チ数に等しい数の４つ以上の送信アンテナを用いるＭＩＭＯモードで構成されてもよい。
【００８７】
　ネットワークノード１１０の動作及び／又はコマンドを実行するように構成された処理
回路網、あるいは他の何らかのハードウェア及び／又はソフトウェアユニットは、少なく
とも２つのスケジューリングされた情報トランスポートブロックに対するバンドルＨＡＲ
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Ｑ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をユーザ機器１２１から受信するように構成されてもよいこと
が理解されるべきである。例えばネットワークノード１１０は、３つのスケジューリング
されたトランスポートブロックがネットワークノードのダウンリンク送信において使用さ
れる場合、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第３のスケジ
ューリングされた情報トランスポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受
信するように構成されてもよい。更なる例において、ネットワークノード１１０は、４つ
のスケジューリングされたトランスポートブロックがネットワークノードのダウンリンク
送信において使用される場合、第２のスケジューリングされた情報トランスポートブロッ
ク及び第３のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに対する第１の単一Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫと第１のスケジューリングされた情報トランスポートブロック及び第４の
スケジューリングされた情報トランスポートブロックに対する第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋとを受信するように更に構成されてもよい。
【００８８】
　特に、ネットワークノードは、少なくとも２つのトランスポートブロックに対するバン
ドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をユーザ機器ＵＥから受信するように構成される。
本例において、
　・ネットワークノードは、３つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のト
ランスポートブロック及び第３のトランスポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを受信するように構成され、
　・ネットワークノードは、４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のス
ケジューリングされたトランスポートブロック及び第３のスケジューリングされたトラン
スポートブロックに対する第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫと第１のトランスポートブロック
及び第４のトランスポートブロックに対する第２の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫとを受信するよ
うに構成される。
【００８９】
　ユーザ機器１２１の一例を図１４において提供する。ユーザ機器１２１の例は、処理回
路網１００２、メモリ１００３、無線回路網１００１及び好ましくはマルチアンテナであ
る少なくとも１つのアンテナを備えてもよい。処理回路網１００２は、メモリ１００３及
び無線回路網１００１に接続され、無線回路網１００１はアンテナに接続される。無線回
路網１００１は、ＲＦ回路網及びベースバンド処理回路網（不図示）を備えてもよい。特
定の実施形態において、移動通信装置又は他の形態の無線装置により提供されると上述し
た機能性の一部又は全ては、図１０に示すメモリ１００３等のコンピュータ可読媒体に格
納された命令を実行する処理回路網１００２により提供されてもよい。ユーザ機器１２１
の他の実施形態は、上記で識別されるいずれかの機能性及び／又は上述の解決策をサポー
トするのに必要な何らかの機能性を含む追加の機能性を提供する役割を有する追加の構成
要素を備えてもよい。
【００９０】
　ユーザ機器１２１の動作及び／又はコマンドを実行するように構成された処理回路網、
あるいは他の何らかのハードウェア及び／又はソフトウェアユニットは、３つ以上のスケ
ジューリングされた情報トランスポートブロックが使用される場合、１つのスケジューリ
ングされた情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋと別のスケジューリングされた情報トランスポートブロックに応答して送出されるＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドルするように構成されてもよいことが理解されるべき
である。これは、本明細書中で説明するいずれかの実施形態に係るユーザ機器１２１によ
り実行されてもよい。
【００９１】
　特に、ＵＥは、３つ以上のトランスポートブロックが使用される場合、トランスポート
ブロックに応答して送出されるハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ）と別のトランスポートブロックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫとをバンドル又は共同表現するように構成された処理回路網１００２を備える。
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【００９２】
　ＵＥ１２１は、バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成され
てもよい。
【００９３】
　一例として、ＵＥ１２１は、ネットワークノードへのアップリンク送信において、符号
化されたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するように構成された無線回路
網１００１を更に備えてもよい。
【００９４】
　例えば無線回路網１００１は、高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）上での
前記アップリンク送信において、符号化されたバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
を送信するように構成されてもよい。
【００９５】
　ＵＥ１２１は、４つ以上の送信アンテナを用いる多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードで構
成されてもよい。その場合、ＵＥ１２１は、既存のＭＩＭＯコードブックを使用してバン
ドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されるのが好ましい。
【００９６】
　例えばＵＥ１２１は、最大で２つの送信アンテナ、すなわち最大で２つのスケジューリ
ングされたトランスポートブロックのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対する既存のＭＩＭＯコードブ
ックを使用してバンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されて
もよい。
【００９７】
　特定の例において、ＵＥ１２１は、ランク３又はランク４に対応して３つ又は４つの情
報トランスポートブロックが使用される場合、第２の情報トランスポートブロックに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫと第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとを
バンドルするように構成される。
【００９８】
　ＵＥ１２１は、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第３の
情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとを第１の単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
としてバンドルするように構成されてもよく、これは、リリース７ＭＩＭＯに従う１つか
ら２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコードブックの第２の又はセカンダリトラ
ンスポートブロックに対する応答に従って符号化される。
【００９９】
　特に、ＵＥ１２１は、第２の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと第３の情報
トランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとしてバンドルし、第２の情報トラン
スポートブロック及び第３の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、Ｎ
ＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮＡＣＫとしてバンドル
するように構成されてもよい。
【０１００】
　更に、ＵＥ１２１は、ランク４に対応して４つの情報トランスポートブロックが使用さ
れる場合、第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと第４の情報ト
ランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドルするように構成されてもよ
い。
【０１０１】
　例えばＵＥ１２１は、第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫと
第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫとを第２の単一ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫとしてバンドルするように構成され、これは、リリース７ＭＩＭＯに従う１つから
２つの送信アンテナに対する既存のＭＩＭＯコードブックの第１の又はプライマリトラン
スポートブロックに対する応答に従って符号化される。
【０１０２】
　特に、ＵＥ１２１は、第１の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫと第４の情報
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トランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡＣＫとしてバンドルし、第１の情報トラン
スポートブロック及び第４の情報トランスポートブロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、Ｎ
ＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせをそれぞれＮＡＣＫとしてバンドル
するように構成されてもよい。
【０１０３】
　特定の一実施形態において、ＵＥ１２１は、上記でテーブル１Ａ又は対応するテーブル
１Ｂに示したように、ＨＡＲＱ確認応答メッセージをw0, w1,…w9で示す１０ビットに符
号化するように構成されてもよい。
【０１０４】
　特に有利な例において、ＵＥ１２１は、マルチアンテナ無線通信システムにおいて高速
専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）に対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するように構成される。本例において、ＵＥ
１２１は、４つ以上の受信アンテナを用いる多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードで構成され
る。
　・ＵＥ１２１は、３つ又は４つのトランスポートブロックが使用される場合、第２のト
ランスポートブロックに対するＡＣＫと第３のトランスポートブロックに対するＡＣＫと
をＡＣＫとして共同表現し、第２のトランスポートブロック及び第３のトランスポートブ
ロックに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わ
せをそれぞれＮＡＣＫとして共同表現するように構成される。
　・ＵＥ１２１は、４つの情報トランスポートブロックが使用される場合、第１のトラン
スポートブロックに対するＡＣＫと第４のトランスポートブロックに対するＡＣＫとをＡ
ＣＫとして共同表現し、第１のトランスポートブロック及び第４のトランスポートブロッ
クに対するＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ－ＡＣＫ及びＮＡＣＫ－ＮＡＣＫの組み合わせを
それぞれＮＡＣＫとして共同表現するように構成される。
【０１０５】
　本明細書中で提供する実施形態の説明は例示のために提示された。説明は、完全なもの
であること又は開示される正確な形態に実施形態を限定することを意図せず、変更及び変
形は上記の教示から可能であり、あるいは、提供される実施形態の種々の代替例の実施か
ら得られてもよい。本明細書中で説明する例は、種々の実施形態の原理及び特性を説明す
るために選択され且つ説明され、当業者が種々の方法で種々の変更を用いて実施形態を利
用できるようにする実際の適用は、考えられる特定の使用に適する。本明細書中で説明す
る実施形態の特徴は、方法、装置、モジュール、システム及びコンピュータプログラム製
品の全ての可能な組み合わせで組み合わされてもよい。本明細書中で提示する実施形態は
、どのような組み合わせで実施されてもよいことが理解されるべきである。
【０１０６】
　尚、「含む」は、列挙される要素又はステップ以外の要素又はステップの存在を必ずし
も除外せず、要素が単数形であることは、複数のそのような要素の存在を除外しない。更
に、図中符号は特許請求の範囲を限定せず、実施形態はハードウェア及びソフトウェアの
双方により少なくとも部分的に実現されてもよく、いくつかの「手段」、「ユニット」又
は「装置」がハードウェアの同一の項目により表されてもよい。
【０１０７】
　本明細書中で使用される用語「装置」は、インターネット／イントラネット接続、ウェ
ブブラウザ、オーガナイザ、カレンダー、カメラ（例えば、動画及び／又は静止画カメラ
）、録音装置（例えば、マイク）及び／又は全地球測位システム（ＧＰＳ）受信機の機能
を有する無線電話、セルラ無線電話とデータ処理とを組み合わせてもよいパーソナル通信
システム（ＰＣＳ）端末、無線電話又は無線通信システムを含むことができるパーソナル
デジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ラップトップ、通信機能を有するカメラ（例えば、動
画及び／又は静止画カメラ）、並びに、パーソナルコンピュータ、家庭用娯楽システム、
テレビ等の送受信機能を有する他の何らかの計算又は通信装置を含むと広義に解釈される
べきである。
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【０１０８】
　測定又は記録ユニットであるユーザ機器に主に関して説明したが、「ユーザ機器」は、
ＤＬで受信でき且つＵＬで送信できるあらゆる無線装置又はノード（例えば、ＰＤＡ、ラ
ップトップ、携帯電話、センサ、固定中継器、移動中継器、あるいは例えばフェムト基地
局である無線基地局）を意味する非限定的用語であることが当業者には理解されるべきで
ある。
【０１０９】
　セルは無線ノードに関連付けられ、実施形態の説明において交換可能に使用される無線
ノード又は無線ネットワークノード又はｅＮｏｄｅＢは、一般的な意味で、例えばｅＮｏ
ｄｅＢ、マクロ／マイクロ／ピコ基地局、ホームｅＮｏｄｅＢ、中継局、ビーコン装置又
はリピータである測定に使用される無線信号を送信する何らかのノードを含む。本明細書
中の無線ノードは、１つ以上の周波数又は周波数帯域において動作する無線ノードを含ん
でもよい。これは、ＣＡが可能な無線ノードであってもよい。これは、シングルＲＡＴノ
ード又はマルチＲＡＴノードであってもよい。マルチＲＡＴノードは、共に配置されたＲ
ＡＴを有するか又はマルチスタンダード無線（ＭＳＲ）をサポートするノード、あるいは
混合無線ノードを含んでもよい。
【０１１０】
　本明細書中で説明する種々の実施形態は、方法ステップ又は処理の一般的な文脈で説明
され、それらは、一態様において、ネットワーク化された環境でコンピュータにより実行
されるプログラムコード等のコンピュータ実行可能命令を含むコンピュータ可読媒体にお
いて実現されるコンピュータプログラム製品により実現されてもよい。コンピュータ可読
媒体は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、コンパク
トディスク（ＣＤ）、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）等を含むがそれらに限定されな
い取外し可能記憶装置及び取外し不能記憶装置を含んでもよい。一般に、プログラムモジ
ュールは、特定のタスクを実行するか又は特定の抽象データ型を実現するルーチン、プロ
グラム、オブジェクト、構成要素、データ構造等を含んでもよい。コンピュータ実行可能
命令、関連するデータ構造及びプログラムモジュールは、本明細書中で開示する方法のス
テップを実行するプログラムコードの例を表す。そのような実行可能命令又は関連するデ
ータ構造の特定のシーケンスは、そのようなステップ又は処理において説明する機能を実
現する対応する動作の例を表す。
【０１１１】
　図１５は、一実施形態に係るコンピュータによる実現例１０００の一例を概略的に示す
ブロック図である。コンピュータによる実現例１０００全体は、基本的に、処理回路又は
処理回路網１００２と、コンピュータプログラム１００４を格納するように構成されたメ
モリ１００３とを備える。本例において、コンピュータプログラム１００４は、処理回路
１００２により実行される場合に、マルチアンテナ無線通信システムにおいてハイブリッ
ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を符号化するように構成され
る。
【０１１２】
　本例において、コンピュータプログラム１００４は、
　・３つ以上の情報トランスポートブロックが使用される場合、情報トランスポートブロ
ックに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫと別の情報トランスポートブロッ
クに応答して送出されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとをバンドル又は共同表現するよう
に構成されたコンピュータプログラムコードと、
　・バンドルＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を符号化するように構成されたコンピュー
タプログラムコードと、
を備える。
【０１１３】
　上記に概略を示したコンピュータプログラムを含むメモリ１００３等のコンピュータ可
読媒体において実現されるコンピュータプログラム製品が更に提供される。
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【０１１４】
　本明細書中の実施形態は、上述した好適な実施形態に限定されない。種々の代替例、変
更及び等価物が使用されてもよい。従って、上記の実施形態は限定的であると解釈される
べきでない。更なる情報及び追加の実施形態は、添付の付録において見られる。
【０１１５】
　開示される実施形態の変更例及び他の実施形態は、前述の説明及び関連する図面におい
て提示される教示の利点を有する当業者により着想されるだろう。従って、実施形態は開
示される特定の実施形態に限定されず、変更及び他の実施形態は本開示の範囲内に含まれ
ることを意図することが理解されるべきである。特定の用語が本明細書中で使用されるが
、それらは一般的な意味及び説明的な意味で使用されるにすぎず、限定するために使用さ
れない。
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